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伊方町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の公布
に伴う一部改正。
伊方町地域振興センター条例の一部を改正する条例制定
　伊方町地域振興センター内に障害児通所支援施設を設置による一部改正。
伊方町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償支給条例の一部を改正する条例制定
　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための一部改正。
伊方町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定
　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための一部改正。
伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定
　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための一部改正。
伊方町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
　人事院勧告及び愛媛県の特別職に準拠するための一部改正。
伊方町税条例の一部を改正する条例制定
　空き家の除却に係る土地の固定資産税減免に関する規則を制定するため、一部改正し固定資産税の減免規定
を整備。
伊方町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
　全世代対応型の持続可能な社旗保証制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の公布に伴う
一部改正。
伊方町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
　国の子ども・子育て支援交付金の対象となる放課後児童健全育成事業の内容について定める通知が一部改正
されたことに伴う一部改正。
伊方町温泉施設条例の一部を改正する条例制定について
　伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の整備に伴う一部改正。
こども家庭庁設置法、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係整備に関する法律及びこども基本法の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例制定
　こども家庭庁設置法、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律及びこども基本法の施
行に伴い、伊方町家庭的保育事業との設備及び運営に関する基準を定める条例、伊方町特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例、伊方町子ども・子育て会議条例の一部改正。
伊方町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関する条例制定
　伊方町下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、伊方町情報公開条例、伊方町職員定数条例、伊方町戸別合
併処理浄化槽の設置及び管理に関する条例、伊方町戸別合併処理浄化槽整備事業分担金徴収条例、伊方町下水
道条例、伊方町小規模下水道条例、伊方町水道事業の設置等に関する条例、伊方町企業職員の給与の種類及び
基準に関する条例、伊方町水道事業の剰余金の処分等に関する条例、伊方町水道事業給水条例の一部改正及び
伊方町小規模下水道事業特別会計条例、伊方町公共下水道事業特別会計条例、伊方町特定地域生活排水処理事
業特別会計条例の廃止。
伊方町電気自動車等用充電器設置条例制定
　町施設において電気自動車等用充電器を整備するための条例制定。

町長の専決処分事項報告
　議決が必要な事項のうち、軽易な事項は予め町長の権利で執行し、事項の施行結果を報告。
公用車の事故及び車両損傷事故を報告。

　第 75 回定例会が開催され、報告２件、条例１３件、補正予算５件、その他８件は、いずれも原案のとおり認定・可決・
同意されました。

会　　計　　名 補　正　額 補　正　後

一般会計補正予算（第６号） △84,208 11,979,888

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　事業勘定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直営診療施設勘定

49,596
6,323

1,809,798
440,450

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） △3,505 182,098

介護保険特別会計補正予算（第２号）　保険事業勘定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護サービス事業勘定

△24,756
△1,688

1,402,836
15,350

水道事業会計（第１号） 9,208 400,266

【主な決定事項】

（単位：千円）

12 月定例会の動き 令和 5 年１２月１４日～２１日

条　例

報　告

補正予算
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質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます。

瀬戸在宅高齢者共同生活施設指定管理者の再指定

　指定管理施設の業務の範囲が大幅に変更となることに伴う、指定管理者の再指定。

　施設の名称　瀬戸在宅高齢者共同生活支援施設　施設の所在地　大久１３９１番地１

　指定管理者　株式会社悠遊社　再指定期間　令和６年４月１日～令和９年３月３１日

愛媛県市町総合事務組合規約の変更

　愛媛県市町総合事務組合の構成団体である大洲市を、共同処理事務構成団体から脱退させることに伴う、愛

媛県市町総合事務組合規約の改正。

愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産処分

　愛媛県市町総合事務組合の構成団体である大洲市が、共同処理事務構成団体から脱退させることに伴う、愛

媛県市町総合事務組合の財産処分について、所要の手続きをする必要がある。

議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査

議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査

観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査

　
町
で
は
「
集
落
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
」

に
よ
る
町
民
の
利
便
性
と
暮
ら
し
や
す
さ

の
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
顔
認
証
、
遠
隔
地

医
療
、
新
し
い
交
通
体
系
な
ど
、
過
去
二
年
余

り
で
県
外
の
民
間
企
業
に
観
光
事
業
を
含
め
約

八
千
万
円
も
の
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
間
に
も
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
は
続
い
て

お
り
、
町
の
十
一
月
末
の
人
口
は
八
千
七
十
七

人
に
ま
で
減
少
し
た
。
町
民
の
半
数
を
占
め
る

高
齢
者
の
方
々
の
声
を
伺
う
と
「
顔
認
証
や
デ

ジ
タ
ル
化
よ
り
も
、
月
に
一
日
で
も
い
い
か
ら

八
幡
浜
市
の
病
院
を
往
復
す
る
バ
ス
が
あ
れ
ば

有
難
い
」
な
ど
、
日
常
生
活
の
不
便
さ
の
解
消

を
望
む
声
が
多
い
。
町
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
と
は
程
遠
い
ア
ナ
ロ
グ
的
な
要
望
が
多
い
の

も
事
実
。

　
集
落
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
と
デ
ジ
タ
ル
化

の
成
果
と
効
果
を
ど
の
よ
う
に
町
民
に
還
元
し

て
い
く
の
か
。

　
令
和
三
年
度
に
民
間
企
業
と
連
携
し

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、
健

康
管
理
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
孤
食
解
消
の
た

め
の
共
食
、
買
い
物
支
援
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
交

通
の
五
つ
の
分
野
で
実
証
実
験
を
重
ね
、
集
落

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
に
向
け
た
「
高
齢
者
福

祉
の
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」
構
築
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
さ
ら
に
顔
認
証
技
術
を
活
用
し
住
民
の
健

康
・
医
療
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
避
難
所
円
滑
化

や
生
活
支
援
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ

分
析
を
通
じ
て
、
暮
ら
し
・
福
祉
・
産
業
な
ど

の
分
野
で
、
町
の
施
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
約
八
千
万
円
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、「
集

落
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
」
の
経
費
が
約

五
千
七
百
万
円
、「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
経
費
が
約
一
千
六
百
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
「
成
果
と
効
果
の
町
民
へ
の
還
元
」
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
で
五
つ
の
分
野
ご
と
に
、
実
装

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
運
用
計
画
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」
の
構
築
を
完
了
す
る
と

と
も
に
、
顔
認
証
技
術
を
使
っ
た
Ｄ
Ｘ
基
盤
も

完
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
は
血
管

年
齢
測
定
や
健
康
体
操
、
共
食
に
つ
い
て
、
町

その他

一 般 質 問

末 光 勝 幸 議 員

大
綱
１

集
落
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

答

問

( 3 )



質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます。

　
コ
ロ
ナ
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
た

が
、
円
安
や
世
界
で
の
紛
争
の
影
響
を
受

け
、
賃
金
ア
ッ
プ
を
伴
わ
な
い
イ
ン
フ
レ
、
い

わ
ゆ
る
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
に
よ
り

諸
物
価
が
高
騰
し
て
町
民
生
活
を
困
ら
せ
て
い

る
。
伊
方
町
は
県
下
で
二
番
目
の
高
齢
化
率
で

年
金
暮
ら
し
の
方
も
多
く
、
収
入
は
変
わ
ら
な

い
の
に
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り
買
え
る
も
の
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
現
状
。

　
町
と
し
て
機
動
的
か
つ
継
続
的
な
生
活
支
援

が
必
要
な
局
面
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
さ
れ
る
の
か
。

　
物
価
高
騰
等
に
よ
り
町
民
の
生
活
や
地

域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増

し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
生
活
者
や
事

業
者
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援

を
、
必
要
に
応
じ
て
迅
速
に
行
う
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
給
食
費
の
半
額
補
助
の
ほ
か

低
迷
す
る
町
内
の
消
費
活
動
を
喚
起
し
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
引
き
続
き
国
が
補
助
す
る
配
合
飼
料
や

漁
業
燃
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
価
格
上
昇
分

の
一
部
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
低
所
得
世

帯
に
対
し
、
今
年
夏
以
来
の
三
万
円
の
支
給
と

合
わ
せ
て
合
計
十
万
円
と
な
る
、
一
世
帯
当
た

り
七
万
円
の
給
付
金
を
予
算
計
上
し
、
二
月
末

ま
で
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

　
今
後
も
、
物
価
高
騰
の
先
行
き
は
不
透
明
な

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
生
活
や
地
域

経
済
へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
策
に
つ
い
て
は
時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
積

極
的
に
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
暮
ら
し
を

守
り
、
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
町
長
）

民
に
幅
広
く
呼
び
か
け
町
内
全
域
へ
の
迅
速

な
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
推
進
、
巡
回
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交
通
等
を
組

み
合
わ
せ
た
交
通
体
系
の
確
立
、
顔
認
証
に
よ

る
買
い
物
支
援
な
ど
、
更
な
る
住
民
の
利
便
性

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
町
民

が
実
感
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
町
内
で
の
起
業
・
創
業
や
新
規
雇
用
の

創
出
を
図
る
と
も
に
、
「
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」

の
全
国
展
開
を
通
じ
て
、
町
の
認
知
度
向
上
や

持
続
可
能
な
発
展
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
自
動
運
転
な

ど
の
技
術
革
新
等
の
動
向
を
注
視
し
、
費
用
対

効
果
の
検
証
も
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
改
良
・
改
善
を
重
ね
、
高
齢
者
福
祉

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
生
き
生
き
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
計
画
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

大
綱
１

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

田 村 義 孝 議 員

問答

一 般 質 問
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質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます。

　
農
家
の
労
働
者
負
担
軽
減
を
図
る
う
え

で
、
貴
重
な
存
在
と
な
る
の
が
み
か
ん
ア

ル
バ
イ
タ
ー
の
存
在
で
あ
る
。

　
昨
年
、
町
内
で
は
三
崎
地
区
十
七
名
、
町
見

地
区
十
四
名
、
大
久
地
区
四
名
、
伊
方
地
区
四

名
の
三
十
九
名
が
参
加
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ル
バ
イ
タ
ー
が
宿
泊
で

き
る
施
設
は
三
崎
地
区
で
一
カ
所
九
名
、
町
見

地
区
で
二
カ
所
の
十
四
名
、
大
久
、
伊
方
地
区

で
は
一
カ
所
ず
つ
の
各
四
名
の
宿
泊
可
能
施
設

が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
足
り
て
い
な
い
と

感
じ
る
。

　
町
営
住
宅
や
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

家
屋
等
を
利
用
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後

も
み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー
を
必
要
と
す
る
農
家

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
今
後
の

対
応
策
と
ア
ル
バ
イ
タ
ー
を
雇
う
農
家
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

　

　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅

法
や
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
整
備
し
た
も
の

と
、
町
の
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
に
基
づ
い
て
整

備
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
法
律
に
基

づ
き 

整
備
し
た
住
宅
は
、
法
に
よ
り
入
居
条
件

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー

の
よ
う
な
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
の
利
用
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
一
方
、
町
の
条
例
に
基
づ
き
整

備
し
た
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
利
用
は

可
能
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
入
居
率
が
常
に
高

く
、
利
用
で
き
る
物
件
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
現
在
八
件
の

家
屋
登
録
が
あ
り
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
物
件
の

所
有
者
と
の
調
整
し
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
た

上
で
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
。

　
さ
ら
に
町
の
短
期
宿
泊
施
設
で
あ
る
二
名
津

体
験
住
宅
や
亀
ヶ
池
物
語
の
ほ
か
、
加
周
保
育

所
を
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
宿
泊
施
設
に
改
修
し
た

事
例
と
同
様
に
、
民
間
提
案
に
よ
り
町
有
施
設

を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
バ
イ
タ
ー

の
宿
泊
施
設
は
、
基
本
的
に
受
け
入
れ
る
農
家

が
確
保
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
町
で

は
町
有
施
設
の
利
活
用
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
な
ど
を
推
進
し
て
お
り
、
町
の
施
策
を
最
大

限
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
農
家
へ
の
一
層
の
呼

び
か
け
や
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

　
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
雇

用
促
進
協
議
会
が
、
宿
泊
施
設
の
改
修
や
生
活

に
必
要
な
備
品
を
購
入
し
た
場
合
に
、
そ
の
経

費
に
対
し
て
補
助
す
る
制
度
や
、
雇
用
に
対
す

る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
都
市
部
で
の
新
規

就
業
者
向
け
の
フ
ェ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し

農
業
・
漁
業
を
問
わ
ず
、
担
い
手
及
び
後
継
者

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
受
入
れ

に
必
要
な
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
基
幹

産
業
で
あ
る
柑
橘
産
業
の
労
働
力
の
確
保
と
更

な
る
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
　
（
町
長
）

大
綱
１

み
か
ん
ア
ル
バ
イ
タ
ー
を

受
け
入
れ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問

答

加 藤 智 明 議 員
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コ
ロ
ナ
明
け
四
年
ぶ
り
の
議
会
研
修
は
長
野
県

松
本
市
南
箕
輪
村
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
藤
城
村
長
が
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
歴
は
地
域
お
こ
し
隊
で
六
年
前
に
村
に
来
て

村
長
に
な
っ
た
。
こ
の
村
は
ま
だ
若
い
村
で
す
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
管
理
職
七
割
が
女
性
で

地
域
づ
く
り
推
進
課
長
も
女
性
の
方
で
働
く
の
が
楽
し
い
風
通
し
が
良
く
誰
も

が
発
言
で
き
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
い
と
述
べ
ら
れ
、
羨
ま
し
く

思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
南
箕
輪
村
は
七
割
が
定
住
者
、
人
口
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
人
口
減
少
に
悩

ん
で
い
る
伊
方
町
に
取
り
入
れ
る
事
が
あ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
南
箕
輪
の
人
口
は
一
万
六
千
人
ち
ょ
う
ど
伊
方
町
の
２
倍
の
規
模
で
町
が

平
野
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
我
が
町
は
細
長
く
平
野
が
な
く
集
落
が
点
在
し
て
い
る
た
め
維
持
管
理
が
大

き
く
違
い
予
算
の
使
い
方
も
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は

八
十
億
、
伊
方
町
は
百
十
億
余
り
だ
か
ら
見
劣
り
は
し
な
い
。
使
い
方
が
大
き

く
異
な
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
一
．
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
は
、
増
加
の
要
因
は
土
地
が
安
い
隣
町
で
働

く
と
こ
ろ
が
あ
り
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
役
割
が
あ
る
、
地
理
的
な
条
件
が
い
い

高
速
道
路
が
あ
り
便
利
。
余
り
苦
労
さ
れ
て
い
な
い
感
じ
で
し
た
。

　
二
．
子
育
て
支
援
対
策
、
保
育
料
三
歳
以
上
無
料
、
伊
方
町
と
比
べ
て
も
あ

ま
り
子
育
て
支
援
は
違
い
が
な
く
感
じ
た
。
福
祉
医
療
も
あ
ま
り
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
育
て
関
連
施
設
で
は
保
育
園
か
ら
小
、
中
、
高
、
短
、
大

大
学
院
ま
で
あ
る
の
は
子
育
て
に
は
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
．
高
齢
者
、
障
害
者
支
援
策
、
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
生

活
サ
ポ
ー
ト
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
伊
方
町
も
そ
れ
以
上
支
援
施
策
が
整
っ
て
い
る

感
じ
で
す
。
南
箕
輪
村
に
人
が
集
ま
る
要
因
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
口
コ
ミ
が
広
が
る
、
保

育
料
が
安
い
、
土
地
が
安
い
、
自
然
が
豊
か
、
子
育
て
が
充
実
、
子
供
を
育
て

る
の
は
南
箕
輪
村
が
い
い
よ
、
情
報
が
広
が
り
自
然
と
外
部
か
ら
人
が
集
ま
っ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
る
地
元
の
人
達
も
今
は
移
住
者
だ
か
ら
地
域
摩
擦

も
少
な
い
と
説
明
い
た
だ
き
良
い
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
泊
三

日
の
視
察
旅
行
で
し
た
が
実
り
の
あ
る
視
察
で
し
た
。
少
し
で
も
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
理
事
者
に
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
十
月
三
十
日
か
ら
二
泊
三
日
で
長
野
県
南
箕
輪
村

そ
し
て
国
会
議
事
堂
の
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
日
は
移
動
日
で
、
松
山
空
港
か
ら
羽
田
空
港

そ
の
後
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
、
約
３
時
間
、
宿
泊
地

の
松
本
市
へ
。

　
翌
日
、
研
修
目
的
地
の
南
箕
輪
村
役
場
へ
。

　
原
議
長
様
、
藤
城
村
長
様
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
推
進
課
長
、
子
育
て
支
援

課
長
、
議
会
事
務
局
長
の
あ
た
た
か
い
お
迎
え
を
し
て
い
た
だ
き
、
約
二
時
間

あ
ま
り
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
も
関
心
の
あ
る
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
南
箕
輪
村
は
移

住
者
の
割
合
、
実
に
七
十
三
．
三
％
。
日
本
全
国
人
口
減
少
が
進
む
中
、
令
和

三
年
四
年
は
長
野
県
で
も
人
口
の
減
少
率
が
低
く
、
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
村
を
含
む
こ
の
地
域
に
働
く
場
所
が
あ

り
、
地
理
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
が
、
人
口
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
保
育
料
の
無
償
化
は
も
と
よ
り

福
祉
医
療
費
給
付
の
充
実
ほ
か
、
様
々
な
子
育
て
支
援
施
策
が
充
実
さ
れ
て
お

り
、
な
ん
と
い
っ
て
も
子
育
て
世
代
の
移
住
者
が
生
活
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
女
性
就
業
泰
先
に
つ
い
て
、
再
就
職
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

女
性
の
就
業
お
仕
事
相
談
ほ
か
、
女
性
を
元
気
に
応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
南
箕
輪
村
役
場
で
感
じ
た
こ
と
は
、
女
性
の
職
員
さ
ん
の
多
さ
で
す
。
今
回

対
応
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
づ
く
り
推
進
課
長
さ
ん
、
子
育
て
支
援
課
長
さ
ん

も
女
性
の
方
で
し
た
し
、
女
性
パ
ワ
ー
が
地
域
を
元
気
に
す
る
の
か
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

　
昼
ご
飯
を
食
べ
て
、
一
路
東
京
へ
。
赤
坂
の
ホ
テ
ル
で
宿
泊
し
、
三
十
一
日

は
、
四
区
選
出
の
総
務
大
臣
政
務
官
長
谷
川
衆
議
院
議
員
の
事
務
所
へ
。
　

　
そ
の
後
、
我
が
国
の
最
高
決
議
機
関
国
会
議
事
堂
視
察
研
修
。
昭
和
十
一
年

に
建
設
。
当
時
の
日
本
の
技
術
を
結
集
し
て
、
建
て
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
日
本
で
は
出
来
な
い
物
が
、
議
事
堂
内
の
郵
便
ポ
ス
ト
、
ド
ア
ノ

ブ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
海
外
か
ら
の
物
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
戦
災
に
も
合
わ
ず
八
十
七
年
間
、
堂
々
と
立
っ
て
い
る
た
た
ず
ま
い

は
、
感
動
も
の
で
し
た
。

　
結
び
に
、
南
箕
輪
村
、
国
会
議
事
堂
の
研
修
を
終
え
て
、
改
め
て
、
時
代
の

流
れ
の
厳
し
さ
、
衣
食
住
生
活
環
境
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
研
修
で
得
ら
れ
た
経
験
を
、
今
後
の
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山 本 吉 昭 議 員

研修レポート - 行政視察 -

福 島 大 朝 議 員
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 委員会（協議会）報告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　　　要

１１月３０日

議 会 運 営 第７５回定例会の運営について

観光事業対策

1.	伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の管理運営について

2.	伊方町温泉施設条例の一部を改正する条例制定について

3.	観光事業対策について

１２月　６日 議 員 全 員

1.	物価高騰対応重点支援事業について

2.	瀬戸在宅高齢者共同生活支援施設指定管理者の再制定について

3.	瀬戸支所宿日直業務の廃止について

4.	伊方町学校再編計画（第二次）の策定について

5.	町有施設の有効活用に関する提案状況について

6.	空き家の解体にかかる補助制度の見直しについて

7.	定住促進奨励金の拡充について

8.	愛媛県市町総合事務組合規約の変更及び共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産

処分について

9.	条例制定等について

10.	令和５年度伊方町一般会計補正予算（第６号）概要

１２月２１日 議 会 改 革 議員のなり手不足への対応について

１月２４日 議 員 全 員

1.	強い農業づくり関係事業補助金（JAにしうわ広域選果場新築工事）について

2.	瀬戸アグリトピア宿泊棟の改修について

3.	障害児通所支援施設整備運営事業者の決定について

4.	令和５年度伊方町一般会計補正予算（第７号）概要

5.	物価高騰対応重点支援事業について

6.	瀬戸球場の活用提案について

１１月１０日〜１１日 原発役員会（東京都）

１１月１３日〜１５日 第５７回部落解放全国研究集会（和歌山県）

１１月２０日 県後期高齢者医療広域連合議会第３回定例会（松山市）

１１月２２日〜２３日 全国原子力発電所所在市町村協議会　全体会議（東京都）

１１月２４日〜２６日 第 74 回全国人権・同和教育研究大会（兵庫県）

１１月２８日〜２９日 議長会全国大会・視察研修（東京都）

１２月２５日 八幡浜地区施設事務組合（八幡浜市）

令和 6 年　１月　３日 令和６年はたちを祝う会

１月１９日〜２０日 関東伊方ふるさと会（東京都）

１月３０日 県町村議会議長会第 3 回全員協議会（松山市）

議長の動き（主な内容） 
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